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主要ナル文獻

第1章　 緒 論

生活現象 ノ存スル處必ズ水分 ノ移動ヲ伴ハザルハナク全生物生存ニ1日 モ缺 グ可ラザルハ水

分 ニシテ,水 分代謝ノ生理及 ビ病理ニ關與スル範圍ハ實ニ宏汎ニシテ,其 ノ調節機轉ニ至 リテ

ハ頗ル複雜微妙ヲ極メ其 ノ研究ニ於テ學者ノ興味ヲ唆ル ト共ニ探索ノ至難 トスル所 ナリ.隨 テ

古來水分代謝ニ關 スル諸大家ノ微ニ入 リ細 ヲ穿テル無數 ノ業績 ニ依 リ明カニサレタル點 ハ極 ク

僅微ニシテ,水 分代謝 ノ生理及 ビ病理 ニ關 シテハ未 ダ幾多不明ナル點ノ存在 スルヲ遺憾 トス.

水分代謝ニハ其 ノ排泄器官 タル腎臟ノ機能状態以外,組 織竝 ニ血液 ノ状態,或 特種臟器例之肝

臟,脾 臟,又 ハ總テノ網状織内被細胞系統等 ガ之ニ關係ヲ有スル事ハ近時ノ研究 ニ依 リ漸次闡

明 セラルルニ至 リ,尚 ホ甲状腺,副 腎,腦 下垂體,卵 巣等諸種内分泌臟器モ亦水分 代謝 ニ密接

ナル關係ヲ有 スル事ハ既 ニ諸家 ノ注意セル所ナ リ.輓 近更ニ水分代謝 ニ對 スル神經系統ノ影響

提唱セラレ,之 ニ關 スル多數 ノ研究發表 ト共ニ漸次一般ニ承認セラレ其 ノ中樞 モ亦闡明 ノ域 ニ

達 セントシツツアリ.更 ニ又水分代謝調節機關 トシテ古クヨリ一般 ニ承認セラレ,近 時再 ビ學

者ノ注意ヲ喚起 シタルハ肝臟ニシテ,此 兩者 ノ間ニ存スル密接ナル關係ガ一般的ニ知 ラルルニ

至 レルハ, Molitor及 ビPick, Pick及 ビWagner, Tiegerstedt, Lamson及 ビRoca, Landau
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及 ビPap, A. Adler, Politzer及 ビStolz氏 等 ノ業績 ニ依 ルモハ ス.即 チLamson及 ビRoca

氏 等 ノ如 キハ肝臟 ノ水分代謝調節 ニ關 與セルハ,肝 靜脈 ノ器械的 ノSperrvorrichtungニ 依 ル

モノナ リ ト唱道 シ, Pick氏 及 ビ其 ノ門 下生等 ハ此Mechanismusニ 植 物 性神經系統關係 ア リ ト

ナス.然 ルニLandau及 ビPap氏 等 ハ肝臟實質 ニ病變 ヲ有 スル患者 ニ於 テ水分 代謝異状 アル

コ トヨリ水分代謝 ニ關與 スルハ啻 ニ肝靜脈 ノ器械的作用 ノミナラズ肝 組織 自己モ亦大 イニ關係

ア リ ト思考 セ リ.又Politzer及 ビStolz氏 等 ハ肝臟病患者 ニハ體 内Residualwasserノ 上昇

アル ヲ説 ク. Saxl及 ビDonath氏 等 ハ肝臟 ノ水分代謝 ニ關係 アルハ内ニ藏 サルル網 状織 内被

細胞系統 ノ關係 アルニハ非 ズヤ トノ想像 ヲ懷 ク ニ至 レリ.著 者 等ノ一人藤 田 ハ網 状織内被細胞

系統 ノ官能 的平衡失調状 態 ヲ實驗的 ニ起 セル家兎 及 ビ脾臟剔出家兎ニ就 キ行 ヘル精 細 ナル研究

ノ結果,網 状織 内被細胞系統 ト水分代謝 トノ間 ニハ密接 ナル關係 ノ存 スル コ トヲ發表 セ リ.又

Ginsberg, Cow, Molitor, Pick Wagner氏 等 ハ肝臟 ノ水分代謝調節 ニ關與 スルハ其 ノHormon

作 用 ニ依ル モノナ リトノ説 ヲ唱 フル ニ至 レリ.輓 近Minot及 ビMurphy氏 等 ニ依 リ創意 セラ

レタル惡性貧血患者ニ肝臟食餌療法ヲ施行スルニ際 シ,其 ノ血液所見ノ恢復スルニ當 リ著明ナ

ル利尿發現ハ既ニ入ノ注意 セル所 ニシテ,又Grossman及 ビPorges氏 等ハLipoidnephrose

竝ニ心臟性浮腫ニ肝臟食餌ヲ試 ミ其ノ著明ナル利尿作用ヲ證明シ,我 國ニテモ田崎氏及 ビ勝沼

教授等ハNephroseノ 患者 ニ肝臟製劑 ヲ投與 シ著明 ナル利尿ヲ起セル事ヲ報告セリ.又 著者等

ノ一人吉中ノ同樣 ノ報告モアリ.斯 ノ如ク肝臟ノ利尿作用ハ肝臟食餌療 法ノ尚ボ一用途 トシテ

一般 ノ注意ヲ喚起 シツツアリト雖 モ,余 グ該問題 ニ關 シテハ其 ノ報告甚ダ寥 々タルモノニシテ,

殊ニ肝臟食餌 ト水分代謝 トノ關係 ニ就キ行ヘル實驗的研究ニ至 リテハ未ダ全ク其 ノ文獻 ヲ見ザ

ルガ如 シ.仍 テ余等ハ肝臟食餌 ト水分代謝 トノ關係ニ就 キ實驗的 ニ探索 シ聊カ補遺スル所 アラ

ント欲 ス.而 シテ其 ノ成績梗概 ハ既ニ昭和4年2月17日 第40囘 岡山醫學曾總會 ニテ發表セル

所ニシテ,茲 ニ其ノ詳細 ヲ報告セントス.

第2章　 供試材料 ト實驗方法

實驗動物トシテハ體重2000g前 後 ノ強壯ナル家兎ヲ用ヒ,採 尿ニ便ナル關係ヨリ全部雄性家兎ヲ選 ベリ.

食餌 トシテハ毎日一定時刻ニ豆腐粕ヲ與ヘタリ.購入セル家兎ハ常ニ所定ノ金網籠ニ入 レ尠 クトモ10日 間

以上前述ノ飼養ニ馴 レシメ.然 ル後實驗ニ供セリ.其 ノ他實驗前及ビ賓驗中ハ總テ要約ヲ一定ニスルニ努

メ,實 驗ハ早朝ヨリ行ヒ,實 驗中動物ハ飢餓ノ状態ニ置ケリ.總 テ血液所見 ノ檢査ニハ耳靜脉ヨリ採血シ,

血色素量,赤 血球數,血 液食鹽含有量,血淸 「レフラクチオン」及ビ血淸粘稠度等ヲ測定シタリ.採 尿ニハ

Nelaton氏Katheterヲ 消 毒 シDauerkatheterト シテ使 用 セ リ. Katheterハ 可 及 的 大 ナ ルNr. 6, Nr. 7時 ニ ハ

Nr. 8ヲ 用 フル時 ハ挿 入容 易 ニ シテ 充 分 ニ採 尿 スル コ トヲ得 ベ シ.尚 ホ膀胱 ノ刺 戟 ハ 反 射 的 ニ腎臟 機 能 ニ影

響 ヲ與 フル事 ハ既 ニ諸 家 ニ ヨ リ認 メラ レ所 謂Vesikorenaler Reflexト 稱 ヘ ヲル ル所 ニ シテ,我敎 室 ノ北 山 助

教 授 モ之 ヲ認 メ, Dauerkatheterヲ 挿 入 ス ル時 ハ 凡 ソ21/2乃 至4時 間 ニ一 時 的尿 量增 加 ヲ來 ス ヲ見 タ リ.余
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等ノ實驗ニ於テモ斯 カル現象 ノ存スルヲ認メタルヲ以テ,余 等ハ4乃 至5時 間常ニ家兎ヲ縛繃固定シ,斯 カ

ル現象消失シ,尿 排泄状態一定 トナルヲ待 チテ後實驗ニ着手セリ.而 シテ集尿ニハ目盛付Spitzglasヲ 用ヒ

以テ其ノ量ヲ測定セ リ.比 重ハ腰椎穿刺器具附屬比重計ヲ用ヒ,尿量4.5cc以 上 アル時ニ測定セリ.尿 ノPH

ハMichaelis氏 比色法ニ依 リ測定セリ.肝 臟試食トシテハ總テ肝臟製劑Hepatoseヲ 使 用セリ.又 家兎ニ與

フル水ハ總テ1度 沸騰セシメ之ヲ略ボ體温ニ冷却セル水道水ヲ用ヒ タリ.又 水血症 ノ消長ヲ觀察センガ爲

ニ ハ,可 及 的 採 血量 少 量 ニ シテ失 血 ノ爲 ニ來 ル影 響 ヲ避 ケ ン ガ爲 ニ比 較 的 少 量 ノ血 液 ヲ以 テ測 定 シ得 ル赤

血球 數,血 色 素 量,血淸 「レ フ ラ クチ オ ン」及 ビ血淸 粘 稠度 等 ヲ測 定 セ リ.赤 血球 計算 ハThoma-Zeis氏 計

算 器 ヲ用 ヒ,血 色 素量 測 定 ニ ハSahli氏 血 色 素 計 ヲ使 用 シ.尚 ホ所 謂Nachdunkelnニ 依 ル 誤 差ヲ 避 ケ ン ガ

爲 ニ小宮,片 倉 氏 等 ノ提 案 ニ從 ヒ30℃ 乃至55℃ ノThermostatニ テ 約15分 間 加温 シ然 ル後 稀釋 シテ 測 定

セ リ.血 液 食 鹽 含 有 量 ハRuszniak氏 微 量定 量法 ニ依 リ,血淸 「シフ ラ クチ オ ン」ハPulfurich氏 ノEintau

chrefraktmeferヲ 用 ヒテ 測 定 シ,血淸 粘 稠 度 ハDedelmann氏 ノViskosimeterヲ 用 ヒ テ測 定 シ タ リ.尚 ホ家

兎 ハ各 個 體 ニ依 リテ實 驗成 績 ヲ異 ニ ス可 キ ヲ以 テ之 ニ依 ル誤 差 ヲ避 ク ル爲 第2節 第1項 及 ビ第2項 ノ實 驗

ハ 同一 家 兎 ニ就 キ連 續 的 ニ觀 察 セ リ.尚 ホ繁 ヲ避 クル 爲 實驗 方法 ノ詳 細 ハ必 要 ニ 應 ジ以下 各 實驗 毎 ニ述 ブ

ル所 ア ル可 シ.尚 ホ家 兎 ニHepatoseヲ 投 與 スル 時 ハ稀 ニ腎 臟 剌 戟 状 態 或 ハ 腎 炎 ヲ惹 起 ス ル 事 ア ル ヲ經 驗 セ

リ,仍 テ 余 等 ハ總 テ 實 驗 ノ都 度 檢 尿 シ、 斯 カ ル病 的 状 態 ニ非 ザ ル モ ノ ノ ミヲ使 用 セ リ.

第3章　 實 驗 成 績

第1節　 正常家兎ニ於 ケル實驗

第1項　 正常家兎 ノ血液及 ビ尿 ニ及ボ スHepatoseノ 作 用

家 兎ノ毎 日攝 ル水分 ヲ一定 セ ンガ爲食餌 トシテハ,充 分乾燥 セル豆腐粕40gニ 水160cc,食

鹽0.5gヲ 加 ヘ ヨク混和 シ,普 通 ノ豆腐粕状 ニセル モノヲ毎 日午後4時 ニ與ヘタ リ.集 尿 ハ前

日ノ午前9時 ヨ リ其 ノ日ノ午前9時 迄 ノ自然尿 ニ,午 前9時 ニNelaton氏Katheterニ テ採集

セル膀胱尿 ヲ加 ヘ以 テ1日 ノ尿量 トセリ.同 時 ニ該尿 ニ就 キ其 ノ比重, PH,食 鹽 含有 量等 ヲ測

定 シ,尚 ホ午前9時 採尿後直 チニ體 重 ヲ秤 量 シ,然 ル後耳靜脉 ヨ リ採血 シ血色素量,赤 血球 數,

血 液食鹽含 有量,血淸「 レフラクチオ ン」及 ビ粘稠度等 ヲ測定 セ リ.斯 ノ如 キ檢査 ヲ4乃 至7日 間

反復 行 ヒ該家兎 ノ常時 ニ於 ケル標準状態 ヲ推知 シ,次 ニ同一家 兎ニ肝臟 製劑Hepatoseヲ 與 ヘ

前述 同樣 ノ測定 ヲ行 ヒ各相 ニ及 ボス其 ノ影響 ノ有無 ヲ探索 セ リ.即 チ午前9時 採 尿,體 重秤量,

採 血等 ノ諸操作 ヲ終 レル後, Hepatose 3gヲ 水20ccニ 溶 シMagensondeニ テ與 ヘタ リ.而 シ

テHepatose投 與 中ハ乾燥豆腐粕 ニ加 フル水分 ハ140ccト シ以 テ家兎1日 ニ攝 ル水 分量 ハ同 ジ

ク160ccト ナル ガ如 クセ リ.

以上ノ如キ注意 ノ下ニ約3週 間ニ亙 リテ血液及 ビ尿ノ檢査ヲ行ヘルニ第1乃 至第3表 ニ示 ス

ガ如ク標準時 ノ夫 レニ比 シ何等認ム可キ差異ヲ示サザリキ.
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第1表　 家兎 Ⅰ號　 ♂　Hepatose投 與試驗

第2表　 家兎 Ⅱ 號　♂　 Hepatose投 與試驗
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第3表　 家兎 Ⅲ 號　 ♂　Hepatose投 與試驗

第2項　 各種臟器ノ水分含有量 ニ及ボスHepatoseノ 作用

先ヅ正常ナル家兎ヲ所定 ノ金網籠 ニ入 レ尠ク トモ10日 間以上前述 ノ飼養ニ馴 レシメ,然ル後

早朝空腹時ニ兩側頸動脉 ヲ切斷 シ瀉 血致死 セシメ,直 チニ該家兎ノ甲状腺,副 腎,膵 臟,睾 丸,
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肝臟,腎 臟及 ビ筋肉(縫 匠筋)等 ヲ剔出 シ其ノ1小 片ヲ切取 シ之ヲ秤量 シタル後Wasserbadニ

依 リ充分乾燥 シ再 ビ秤量 シ以テ該臟器小片 ノ水分含有量ヲ求メタ リ.之 ヲ詳言セバ今剔出 セル

各臟器ヨリ約2gノ 小片 ヲ切取 シ(甲状腺,副 腎ハ全部)之 ヲ各別ニ豫 メ充分洗淨乾燥 シ目方ヲ

秤量セル秤量瓶 ニ入レSchereニ テ均等ニ細切セル後,直 チニ秤量セリ.此 間ノ操作ハ可及的

敏速且細心ノ注意ヲ拂 ヒ,組 織ノ乾燥等ニ依ル質量 ノ誤差ヲ招 カザル樣常ニ努 メタ リ.乾 燥 方

法ハ先ヅ細切セル材料 ニ約2ccノ 無水酒精 ヲ加ヘ,ヨ ク攪拌 シWasserbad上 ニテ蒸發 セシメ,

再 ビ無水酒精 ヲ加ヘ,ヨ ク攪拌 シ同 ジクWasserbad上 ニ テ乾燥 ヲ續 ケ,秤 量瓶 中 ノ被檢物 質 ガ

一定重量 ニ達 スルマデ數 日間乾 燥セル後嚴密 ニ秤 量 シ,各 臟 器水分含 有量 ヲ測定 セ リ.而 シテ

其 ノ成 績 ハ第4表 ニ示 スガ如 シ.次 ニ毎 日Hepatose 3gヲ 混 ジタル豆腐 粕 ニテ30日 間以 上

飼養シタル家兎ニ就キ前記各種臟器ノ水分含有量ヲ前述 ト全ク同一ノ方法 ニ依 リテ測定 シタル

ニ,其 ノ成績第4表 ニ見ルガ如 ク正常家兎ノ水分含有量 トノ間ニ何等著明 ナル變化ヲ認 メ得ザ

リキ.副 腎 ト睾丸 トハ輕微ノ水分含有量減少 ノ傾向ヲ,他 ハ輕微 ノ增加ノ傾向ヲ思ハ シムルノ

ミ.

第4表　 各 種 臟 器 水 分 含 有 量

Ⅰ 對 照 試 驗

Ⅱ Hepatose投 與 セ ル モ ノ

213



2114　 藤 田富豐,吉 中佳辰夫,原 田要一

第2節　 水 分 負 荷 試 驗

第1項　 正常家兎ニ於クル水分負荷試驗

正常家兎 ニ一定量 ノ水分 ヲ負荷 シ其 ノ後負荷 セル水分 ノ移動状態 ヲ檢査 セ リ.即 チ家兎 ヲ早

朝仰臥位 ニ固 定 シ,上 述 ノ如 ク4乃 至5時 間Dauerkatheterヲ 挿 入 シ所 謂Vesikorenaler

 Reflexニ 依 ル增 尿作用 ノ停 止セル ヲ待 チ實驗 ヲ開始 セ リ.先 ヅ耳靜 脉 ヨリ採血 シ上述 ノ諸檢査

ヲ行 ヒ,次 ニ水100ccヲMagensondeニ テ徐 々ニ胃内ニ注入 シ,其 ノ後4時 間 ノ間30分 毎 ニ

尿 ヲ集 メ,其 ノ量,比 重, PH等 ヲ測定シ尚ホ血液 ニ就キ前同樣種々ノ測定ヲ行ヒ,水 血症 ノ

消長及 ビ排尿状態ヲ檢査 シタ リ.其 ノ成績ハ第5乃 至第9表 及 ビ第1及 ビ第2圖 ニ示 スガ如

クニシテ水血症 ノ出現輕度 ニシテ,且 多クハ4時 間以内ニ正常状態 ニ近 ク復歸 セリ.尚 ホ4時

間ノ排出尿量ハ余等ノ實驗ニ於 テハ負荷 セル水 分全量ニ達 セルモノハ1例 モナク55.5cc乃 至

72.8ccナ リキ.

第2項　 Hepatose投 與家兎ニ於ケル

水分負荷試驗

前項ニ述 ベタル正常状態 ニ於ケル水分負荷試驗ヲ行ヘル家兎ヲ其ノ後毎日Hepatose 3gヲ

加ヘタル豆腐粕 ニテ10乃 至20日 間飼養シ,然 ル後前項 ニ於ケル ト全 ク同一ノ實驗ヲ行ヘルニ

其 ノ成績ハ第5乃 至第9表,第1及 ビ第2圖 ニ示セルガ如 シ.其 ノ水血症 ノ消長ヲ見ルニ,一

般 ニ水分負荷後 ニ超ル赤血球 數,血 色素量,血淸 「レフラクチオ ン」,血淸 蛋白量等ノ減少,血

液食鹽含有量增 加ノ傾向著明ニシテ水血症 ノ出現ハ第1項 對照試驗ニ比 シ高度 ニシテ且持續時

間モ亦長 キガ如 シ.尚 ホHepatose 20日 間 投與 セルモ ノハ同 ジク10日 間投與 ノモ ノヨリモ一

層著明 ナル變化 ヲ現 ハ セル モノ多 シ.又4時 間 ノ排 出尿量 モ對照試驗 ニ比 シ明 ニ增加 シ, 10日

間Hepatose投 與 ノモノニ於 テハ61.9cc乃 至115.8ccニ シテ, 20日 間Hepatose投 與 ノモノニ

於 テハ81.4cc乃 至113.8ccニ シテ過 半數 ノ實驗 ニ於 テ負荷 セル水分全量以上 ヲ排 出 セリ.尿 量

増加 ト共 ニ尿 ノ比重及 ビPHハ 著明 ニ下降 ヲ示 セ リ.

第3項　 煮沸 セルHepatose投 與家兎ニ於ケル

水分負荷試驗

正 常峙 ニ於 ケル水分負荷試驗 ヲ豫 メ行 ヘル家兎 ヲ, Hepatoseニ 水 ヲ加 ヘ100℃ ニ於 テヨク

攪拌 シツツ2時 間以 上煮沸 ゼ シメ,水 分蒸發 ト共ニ軟泥状 トナ レルモ ノヲ毎 日乾燥Hepatose

 3gニ 相 當スル量 ヲ混 ジタル豆腐粕 ヲ與ヘ20日 間飼 養後,前 項 ト同 一ノ實驗 ヲ行 ヒHepatose

投與前ニ於ケル試驗 ト比較 セルニ其 ノ成績ハ第10乃 至第14表 ニ見ルガ如クニシテ對照試驗 ト

ノ間ニ何等差異 アルヲ認 メ得ザ リキ.
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第5表　 水100cc飲 用 試 驗

3/ⅩⅡ　 家兎　Ⅳ 號　 ♂　 體重2480gr(對 照試驗)

15/ⅩⅡ　 Hepatose約10日 間投 與 後 實 驗　 體 重2380gr

29/ⅩⅡ　Hepatose約20日 間 投 與後 實 驗　 體 重2370gr
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第6表　 水100cc飲 用 試 驗

29/ⅩⅠ　 家兎　Ⅴ 號　 ♂　 體重2520gr(對 照試驗)

11/Ⅹ Ⅱ　 Hepatose約10日 間 投 與 後 實 驗　 體 重2410gr

21/ⅩⅡ　Hepatose約20日 間投與後實驗　體重2540gr
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第7表　 水100cc飲 用 試 驗

29/ⅩⅠ　 家兎　Ⅵ 號　 ♂　 體重2350gr(對 照試驗)

11/ⅩⅡ　 Sepatose約10日 間 投 與 後 實 驗　 體重2150gr

21/Ⅹ Ⅱ　 Hepatose約20日 間 投 與 後 實 驗　 體 重2170gr
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第8表　 水100cc飲 用 試 驗

1/ⅩⅡ　 家兎　ⅠⅤⅠ號　 ♂　 體重2300gr(對 照試驗)

13/ⅩⅡ　 Hepatose約10日 間投 與 後 實 驗　 體 重2280gr

23/Ⅹ Ⅱ　 Bepatose約20日 間 投 與 後 實 驗　 體 重2550gr
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第9表　 水100cc飲 用 試 驗

1/ⅩⅡ　 家兎　Ⅴ Ⅲ 號　 ♂　 體重2700gr(對 照試驗)

13/Ⅹ　 Hepatose約10日 間 投 與 後 實 驗　 體 重2650gr

23/ⅩⅡ　 Hepatose約20日 間 投 與後 實 驗　 體 重2570gr
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第1圖

備

考 {
●― ●　Hepatose投 與 前

　●― ●　Hepatose 10日 間投 與 後

　●------●　Hepatose 20日 間投 與 後
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第2圖

備

考 {
●―●　 Hepatose投 與 前

●― ●Hepatose 10日 間投 與 後

●----●Hepatose 20日 間投 與 後
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第10表　 水100cc飲 用 試 驗

10/Ⅰ　 家兎　ⅠⅩ號　 ♂　 體重2760gr(對 照試驗)

1/Ⅱ　 煮 沸Hepatose 20日 間 投 與 後 實 驗　 體 重2740gr

第11表　 水100cc飲 用 試 驗

12/Ⅰ　 家兎 Ⅹ號　 ♂　 體重3180gr(對 照試驗)

3/Ⅱ　 煮 沸Hepatose 20日 間 投 與 後 實 驗　 體 重3400gr
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第12表　 水100cc飲 用 試 驗

14/Ⅰ　 家兎　ⅩⅠ號　 ♂　 體重2760gr(對 照 試驗)

5/Ⅱ　 體 重2810gr　 煮 沸Hepatose 20日 間 投 與 後 實 驗

第13表　 水100cc飲 用 試 驗

16/Ⅰ　 家兎ⅩⅡ 號　♂　 體重2315gr(對 照 試驗)

7/Ⅱ　 體 重2560gr　 煮 沸Hepatose 20日 間 投 與 後 試 驗

223



2124　 藤田富豊,吉 中佳辰夫,原 田要一

第14表　 水100cc飲 用 試 驗

16/Ⅰ　 家兎　ⅩⅢ 號　 ♂　 體重2020gr(對 照試驗)

7/Ⅱ　 體 重2200gr　 煮 沸Hepatose 20日 間 投 與 後 實 驗

第4章　 總 括 及 ビ結 論

以上諸項 ノ實驗成績ヲ總括スルニHepatoseハ 正常家兎ニ與ヘタル場合ハ血液竝 ニ各種臟器

組織 ノ水分含有量及 ビ尿ノ排泄状態竝 ニ其 ノ性状等ニ一定ノ影響 ヲ及ボスヲ認 メ得ズ.從 ツテ

Hepatoseハ 正常状態ニテハ利尿作用 ヲ有 スルモノトハ思考 シ得ザレドモ水分負荷試驗ノ結果

ヲ見ルニ,正 常家兎ニテハ4時 間内ニ排泄 セル尿量ハ負荷 セル水分量ニ達 セザル場合多 ク,血

液 ニモ極ク輕微ノ變化ヲ短時間招來 スルノミナルニ拘 ラズ,同一家兎ニHepatoseヲ10日 乃至

20日 間投與後同一實驗ヲ行ヘル時ハ同一時間ニ排泄 セル尿量稍々著 シク增加 シ負荷 セル水分量

以上ニ及ベルモノ多ク,且 水血症 ノ發現モ亦對照 ニ比 シテ一層著明ニシテ比較的長時間持續 セ

ルヲ認 メ得タ リ.即チHepatoseハ 水分代謝ニ一定ノ關係ヲ有 スル トスルモ,正 常状態ニ於テ組

織水分 ヲ取 リ以テ利尿的ニ働クガ如キ強力ナル作用 ハ之ヲ認 メ得ザ リシト雖モ水分ヲ負荷 シタ

ルガ如キ際ニハ其 ノ排泄 ヲ促進 スル作用 ノ存スルモノノ如 シ.即 チ肝臟食餌ハ體内水分移動 ニ

一定ノ關係ヲ有 スルハ以上ノ實驗ニ依 リ認 メ得タ リト雖 モ其 ノ如何ナル作用ニ依ルヤハ明カナ

ラズ. Grossmann氏 ハ此肝臟 食餌 ノ利尿作用 ノ本體 タル ヤ, Hormonノ 作 用 ナル カ或 ハ單 ニ

蛋 白質 ノ作用 ナルカ不明 ナ リト述 ベ, Jungmann氏 及 ビ勝沼敎 授等 ハ網 状織内被細胞系統 ヲ介

シ利尿 的作用 ヲ現 ハ スモ ノナ ランカ ト説 ケ リ.而 シテ我 々ハ2時 間以 上煮沸 セルHepatoseヲ
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以テセル水分負荷試驗ニ於テハ何等利尿的作用 ヲ認 メ得ザリシ事實ヨリ考察 スルニ,斯 カル肝

臟食餌ノ水分代謝ニ關係 ヲ有スルハ恐 ラク其ノ蛋白質ニ依ル作用ニ非ラズ シテ,煮 沸 ニ依 リ其

ノ作用ヲ消失スルガ蜘キ物質ノ作用 ナラント思考 スルモノナ リ.而 シテ此物質 ガ果 シテ諸家ノ

想像 セルガ如ク肝臟Hormonナ ルカ或ハ又Minot及 ビMurphy氏 等 ノ惡性貧血ニ對スル有效

物質 トシテ想像 セルVitaminノ 如キモノナルカ,更 ニ又之等 ノモノガ諸物質代謝調節ニ關係 ア

リト一般 ニ注意サレツツアル網状織内被細胞系統ヲ介 シ利尿的作用ヲ發揮スルモノナ リヤ等 ノ

問題ニ關 シテハ遺憾ナガラ今直チニ茲 ニ斷言スルヲ得ズ,唯 將來ノ探索ニ俟ツノ他ナシ.

要之以上余等ノ實驗ニ依 リ肝臟食餌 ハ水分代謝ニ一定 ノ關係ヲ有 シ或條件ニ於テハ利尿的 ニ

作用スルモノノ如ク,從 ツテ或病的状態例之體内ニWasserretentionノ 存在 スルガ如 キ場合ニ

ハ利尿的作用 ヲ發揮 シ得ベキ事モ亦想像 ニ難カラズ ト思惟ス.

稿ヲ終ルニ臨 ミ恩師柿沼敎授ノ御懇篤ナル御指導 ト御校閲トニ對 シ滿腔ノ謝意ヲ捧グ.

(4. 7. 11.受 稿)

附記　 本編投稿後最近到着セル雜 誌Arch. f. exp. Pathol. u. Pharmakol. Bd. 136)ニ 於テAdlersberg

及 ビGottsegen氏 ハ余等 ト殆 ド同一ナル方法ニ依 リLeberextraktヲ 投與セル家兎ニ水分負荷試驗ヲ行ヒ肝

臟食餌 ノ利尿ニ及ボス影響ヲ實驗シテ報告セリ.併 シ其 ノ結果余等ノ成績 ト反對ニLeberextraktニ 利尿抑

制作用アリト論 ジタリ.然 レドモ其ノ實驗ヲ見ルニ氏等モ附言セルガ如ク投與セルLeberextraktハ 異常ニ

大量ニシテ臨牀上人類 ニ使用セラルル量ニ比 シ數倍乃至20有 數倍ノ大量ナ リ 而シテ氏等ハ肝臟食餌ノ利

尿ニ及ボス作用ハ其ノ量ニ關係アルモノナラント論ジタリ.カ カル事モ或ハ可能ナランモ亦家兎ノ如キ草

食動物ニ肝臟製劑ノ如キ物質ヲ投與スル時ハ腎臟 ノ刺戟状態ヲ惹起スル事ハ忖度シ得ラルルガ如 ク又實際

余等ノ實驗ニ於テモ既ニ述ベタルガ如クHepatoseヲ 投與セル家兎ニ於テ時ニ尿量減少シ蛋白尿等ノ腎機能

障碍ヲ來セルモノアルヲ見 タリ,故 ニ余等ハ常ニ各實驗ニ際シ檢尿 シカカル病的状態ニ非ザルモノノミヲ

使用セリ.然 ルニ氏等ハ之等 ノ點ヲ注意セザルモノノ如 シ.又 余等ハ肝臟製劑 ノ量ハ凡 ソ人類有效量ニ相

當スル量ヲ家兎 ニ與ヘタルニ猶ホ稀ニ上記ノ如キ腎機能障碍ヲ認 メタリ.故 ニ氏等 ノ如ク異常ニ大量ノ該

製劑ヲ使用スル時ハ尚ホ一層之等ノ點 ニ注意ヲ要スベキモノナラント思惟ス.

要之余等ノ實驗ノ氏等ノ實驗 ト其ノ結果ヲ異ニセルハ 其ノ實驗要約 ヲ異ニスルガ故ニ今之ヲ同日ニ論 ジ

得ザルガ如キモ上述ノ注意ノ下ニHepatoseヲ 以テ行ヘル余等ノ實驗ニ於テハ氏等ノ説クガ如キ利尿抑制作

用ノ存在ヲ認メタル例ニ嘗テ遭遇セサリキ.
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Kurze Inhaltsangabe.

Experimentelle Versuche uber den Einfluss der Leberdiat

 auf den Wasserhaushalt.

V on

Y. Fujita, K. Yoshinaka u. Y. Harada.

Aus der med. Universitatsklinik von Prof. Dr. K. Kakinuma, Okayama, Japan.

Eingegangen am 11. Juli 1929.

Klinisch wurde von manchen festgestellt, dass die Leberdiat bei gewissen Fallen mit 

Odemen, wie z. B. bei Nephrotikern und kardialen Insuffizienten, eine hervorragende 

Wirkung ausubt, aber von niemandem wurde bisjetzt experimentell der Einfluss der 

Leberdiat auf die Wasserbewegung im Korper erforscht.

Wir haben daher an normalen und auch an peroral mit Wasser belasteten Kaninchen, 

je vor und nach der Hepatose- (eine Art Leberpraparat) gabe, von Tag zu Tag das Korper

gewicht, die Menge, das spec. Gewicht, den Chlor- u. den PH-Wert des Urins, die Zahl 
der roten Blutzellen, den Hg-gehalt, der Brechungsindex und die Viskositat des Blut

serums, zeitweise auch den Wasserstand der Organe, z. B. von Schilddruse, Nebenniere,

 Niere, Leber, Pankreas, Hoden und Musket etc. gemessen und gefunden, dass bei normalen 

Kaninchen das Leberpraparat fast gar keinen merklichen Einfluss auf die Wasser- u. 

Chlorverschiebung im Korper ausubte, wahrend bei mit Wasser belasteten Tieren nach 

der Hepatose-gabe immer eine Vermehrung der Harnmenge und auch eine erhebliche 

und ziemlich lang dauernde Hydramie konstatiert wurden. Diese diuretische Wirkung 

blieb aber bei der Verabreichung des gekochten Praparates vollstandig aus.

Die am Krankenbett empirisch angenommene diuretische Wirkung der Leberdiat ist 

dadurch auch experimentell bewiesen worden.

Hier wollen wir naturlich nicht die Frage beantworten, wie das Leberpraparat den 

Wasserhaushalt beeinflusst, aber es ist nicht zu leugnen, dass die dort wirksame Substanz 

in demselben nicht hitzbestandig ist. (Autoreferat.)
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